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はじめに

このマニュアルでは、CDまたはDVDメディアを使用して Solarisオペレーティング
システム (Solaris OS)をネットワークに接続されていないシステムにインストールす
る方法について説明します。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載され
ていません。このマニュアルでは、UFSファイルシステムと ZFSルートプールをイ
ンストールする方法について説明します。

注 –この Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテク
チャーをサポートしています。サポートされるシステムについては、Solaris OS:
Hardware Compatibility Lists (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してくださ
い。本書では、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、以下を参照してください。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ 「x64」は、具体的には 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Solaris OS: Hardware Compatibility Listを参照し
てください。

対象読者
このマニュアルは、Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を対象とし
ています。このマニュアルでは、Solarisのインストールやアップグレードをときど
き行うシステム管理者向けに、Solarisのインストールに関する基本的な情報を提供
します。

Solarisのインストールに関するより詳細な情報については、6ページの「関連情
報」を参照して、その情報が記載されているマニュアルを確認してください。
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関連情報
表 P–1に、システム管理者向けのマニュアルの一覧を示します。

表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル

説明 情報

システム要件または計画の概要に関する情報が必要ですか。あ
るいは、Solaris ZFSルートプールのインストール、GRUBベース
のブート、Solarisゾーン区分技術、またはRAID-1ボリュームの
作成に関する概要が必要ですか。

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Solaris Live
Upgradeを使うことにより、アップグレード時のシステム停止
時間を短縮します。

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Solarisインストール
プログラムは、手順を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』

複数のマシンに Solarisをインストールする必要があります
か。JumpStartを使用してインストールを自動化します。

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

複数のシステムをすばやくインストールしたり、パッチを適用
したりする必要がありますか。Solarisフラッシュソフトウェア
を使用して Solarisフラッシュアーカイブを作成し、クローンシ
ステム上にOSのコピーをインストールします。

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 23章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

使用しているシステムが Solaris上で動作することを確認する必
要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』

このリリースで追加されたパッケージ、削除された
パッケージ、または変更されたパッケージを確認する必要があ
りますか。

『Oracle Solaris Package List』

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサード
パーティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があり
ますか。

Solaris Hardware Compatibility List for x86 Platforms

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
追加リソースについては、次のWebサイトを参照してください。
■ マニュアル (http://docs.sun.com)
■ サポート (http://www.oracle.com/us/support/systems/index.html)
■ トレーニング (http://education.oracle.com) –左のナビゲーション
バーで「Sun」のリンクをクリックします。

Oracleへのご意見
Oracleはドキュメントの品質向上のために、お客様のご意見やご提案をお待ちして
います。誤りを見つけたり、改善に向けた提案などがある場合は、http://

docs.sun.comで「Feedback」をクリックしてください。可能な場合には、ドキュメン
トのタイトルやパート番号に加えて、章、節、およびページ番号を含めてくださ
い。返信を希望するかどうかもお知らせください。

Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で
は、Oracleソフトウェアに関する広範なリソースが提供されています。
■ ディスカッションフォーラム (http://forums.oracle.com)で技術的な問題や解決
策を話し合う。

■ Oracle By Example (http://www.oracle.com/technology/obe/start/index.html)の
チュートリアルで、手順に従って操作を体験する。

■ サンプルコード (http://www.oracle.com/technology/sample_code/index.html)を
ダウンロードする。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

はじめに
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表 P–2 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに

Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (基本編) • 2010年 9月8



プラットフォームによる規則
SPARCシステムと x86システムには、キーボードとマウスに関する次のような規則
が適用されます。

■ このマニュアル中で「Returnキー」と表記しているキーは、キーボードによって
は「Enterキー」という名前になっていることがあります。

■ CDEのデフォルト設定では、3ボタンマウスの各ボタンは、左から右へ「セレク
ト」、「アジャスト」、「メニュー」に対応しています。たとえば、「マウスの
左ボタンをクリック」と記述する代わりに、「セレクトボタンをクリック」と記
述されることがあります。あるいは、マウスボタン 1、マウスボタン 2、マウスボ
タン 3と呼ばれることもあります。

■ デフォルト設定では、2ボタンマウスの各ボタンは、左から右へ「セレク
ト」、「メニュー」に対応しています。アジャストボタンの機能を使用するに
は、キーボードの Shiftキーを押しながらセレクトボタンを押します (Shiftキー +
セレクト)。

はじめに

9



10



CDまたはDVDメディアによる Solarisの
インストールの計画 (作業)

このマニュアルでは、CDまたはDVDメディアを使用して Solarisオペレーティング
システム (Solaris OS)をネットワークに接続されていないシステムにインストールす
る方法について説明します。UFSベースのファイルシステムまたは ZFSベースの
ルートプールのどちらかをインストールできます。

注 –この章では、UFSルート (/)ファイルシステムのインストールの計画、および
ZFSルートプールの計画の一部について説明します。

■ ZFSルートプールのインストールの計画に関する詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10
インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第 6章「ZFS
ルートファイルシステムのインストール (計画)」を参照してください。

■ ZFSルートプールをインストールする場合は、第 3章「Solaris対話式テキストイ
ンストーラによる ZFSルートプールのインストール (計画と作業)」を参照してく
ださい。

この章では、インストールを正常に完了するための準備について説明します。この
章に含まれる節は次のとおりです。それに続く章では、SPARCシステムおよび x86
システムでの各インストール手順について説明します。

■ 12ページの「システム要件と推奨事項」

この節では、Solaris OSをインストールするためのシステム要件について説明しま
す。ディスク容量を計画するための一般的なガイドラインについても説明しま
す。

■ 20ページの「インストール用のチェックリスト」

この節には、システムのインストールに必要な情報の収集に役立つチェックリス
トが含まれています。

■ 32ページの「インストールに関する詳細情報の参照先」

1第 1 章
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注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisのマ
ニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場
合があります。混乱を避けるために、このマニュアルでは、fdiskパーティション
(x86版 Solarisでのみサポート)と、スライスやパーティションと呼ばれる Solarisの
fdiskパーティションを区別しています。

システム要件と推奨事項
次の表に、Solaris OSをインストールするための基本的なシステム要件の一覧を示し
ます。

システム要件と推奨事項
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表 1–1 メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

要件 サイズ

インストールやアップグレードに
必要なメモリー

■ UFSファイルシステムの場合、メモリー要件は次のとおりです。
SPARCシステムの場合:

■ 必要な最小メモリーは 384Mバイトです。
■ 推奨メモリーは 512Mバイトです。
x86システムの場合:

■ 必要な最小メモリーは 768Mバイトです。
■ 推奨メモリーは 1Gバイトです。

注 –オプションのインストール機能の中には、メモリーが十分でないと有効に
できないものもあります。たとえば、DVDからインストールする場合にメモ
リーが不足していると、SolarisインストールプログラムのGUIではなくテキ
ストインストーラが使用されます。これらのメモリー要件の詳細は、表 1–2
を参照してください。

■ Solarisのこれまでのリリースでは、1Tバイトより大きいサイズのディスクに
Solaris OSをインストールしてブートすることはできませんでした。Solaris 10
10/09リリース以降では、最大 2Tバイトのサイズのディスクに Solaris OSをイ
ンストールしてブートできます。
Solaris 10 10/09リリース以降では、どのようなサイズのディスクでもVTOC
ラベルを使用できますが、VTOCによるアドレス割り当てが可能な空間は 2T
バイトに制限されています。この機能により、2Tバイトより大きなディスク
をブートドライブとして使用できますが、ラベルから使用できる空間は 2Tバ
イトに制限されます。

注 –この機能は、64ビットカーネルを実行しているシステムでのみ使用できま
す。x86ベースのシステムには、最低 1Gバイトのメモリが必要です。
詳細は、『System Administration Guide: Devices and File
Systems』の「Two-Terabyte Disk Support for Installing and Booting the Solaris
OS」を参照してください。

■ SPARCおよび x86システムの ZFSルートプールの場合:

■ 最小メモリーは 768Mバイトです。

■ ZFSの全体的なパフォーマンスを向上させるには、1Gバイトのメモ
リーを搭載することをお勧めします。

■ 16Gバイト以上のディスク容量が推奨されます。

システム要件と推奨事項
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表 1–1 メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項 (続き)
要件 サイズ

スワップ領域 ■ UFSファイルシステムの場合、デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

■ ZFSルートプールについては、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イ
ンストールとアップグレードの計画)』の「ZFSインストールのディスク容量
要件」を参照してください。

注 –スワップ領域のカスタマイズが必要になる場合もあります。スワップ領域
は、システムのハードディスクのサイズに基づいて決まります。

プロセッサ要件 ■ SPARCベースのシステムの場合: 200 MHz以上のプロセッサが必要です。

■ x86ベースのシステムの場合: 120 MHz以上のプロセッサを推奨しま
す。ハードウェアによる浮動小数点サポートが必要です。

SolarisインストールプログラムのGUIまたはテキ
ストインストーラの要件
Solaris 10 Operating System DVDまたは Solaris 10 SOFTWARE - 1 CDに入っている
Solarisインストールプログラムは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)
で、あるいは対話式テキストインストーラとしてデスクトップセッションまたはコ
ンソールセッションで、実行できます。x86システムの場合、Solarisインストールプ
ログラムに Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)が含まれていま
す。

■ GUI - SolarisインストールGUIには、ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタ
ン、スクロールバー、アイコン画像などがあり、これらを使ってインストールプ
ログラムを操作できます。GUIには、ローカルまたはリモートのDVD-ROMドラ
イブかCD-ROMドライブ、またはネットワーク接続、およびビデオアダプ
タ、キーボード、モニター、十分なメモリーが必要です。これらのメモリー要件
の詳細は、表 1–2を参照してください。

■ テキストインストーラ - Solarisの対話式テキストインストーラを使用すると、端
末またはコンソールウィンドウに情報を入力してインストールプログラムを操作
できます。テキストインストーラは、ウィンドウ表示環境のデスクトップ
セッションか、コンソールセッションで実行できます。テキストインストーラに
は、ローカルまたはリモートのDVD-ROMドライブかCD-ROMドライブ、また
はネットワーク接続、およびキーボードとモニターが必要です。Solarisインス
トールテキストインストーラを tipコマンドで実行できます。詳細は、tip(1)の
マニュアルページを参照してください。

ソフトウェアをインストールするときに、GUIを使用する方法、ウィンドウ表示環
境を使用する方法、またはウィンドウ表示環境を使用しない方法を選択できま
す。十分なメモリーがある場合は、デフォルトでGUIが表示されます。GUIを表示
できるだけの十分なメモリーがない場合は、デフォルトでその他の環境が表示され

システム要件と推奨事項
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ます。ブートオプション nowinまたは textを使用すると、デフォルト動作を変更で
きます。ただし、システムのメモリー量や遠隔インストールに関して制限されま
す。また、ビデオアダプタが検出されない場合、Solarisインストールプログラムは
自動的にコンソールベースの環境で表示されます。表 1–2に、これらの環境と、そ
の表示に必要なメモリー要件を示します。

表 1–2 表示オプションとメモリー要件

メモリー インストールの種類 説明

256-767Mバイト テキストベース 画像は含まれませんが、ウィンドウとほかのウィン
ドウを開く機能が提供されます。

textブートオプションを使用している場合でシステ
ムに十分なメモリーがあるときは、ウィンドウ表示
環境でインストールされます。tipラインを介してリ
モートでインストールする場合や、nowinブートオプ
ションを使用してインストールする場合は、コン
ソールベースのインストールに限定されます。

768Mバイト以上 GUIベース ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スク
ロールバー、およびアイコン画像が提供されます。

選択を入力するか、プロンプトに特別なコマンドを入力することで、インストール
に使用するインストーラを指定することもできます。手順について
は、第 2章「SolarisインストールプログラムによるUFSファイルシステムのインス
トール (作業)」を参照してください。

ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。必要に応じて、次
の条件に基づいて割り当てる容量を考慮に入れてください。

システム要件と推奨事項
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表 1–3 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画

容量割り当ての条件 説明

UFSファイルシステム ファイルシステムを割り当てる場合には、将来の Solarisバージョンにアップグレードす
るときのために、現在必要な容量よりも 30%多く割り当ててください。

デフォルトでは、ルート(/)とスワップ領域 (/swap)だけが作成されます。OSサービス
のためにディスク容量が割り当てられたときは、/exportディレクトリも作成されま
す。Solarisのメジャーリリースにアップグレードする場合は、システムのスライスを切
り直すか、インストール時に必要な容量の 2倍を割り当てる必要があります。Solaris
Updateにアップグレードする場合は、将来のアップグレードに備えて余分のディスク
容量を追加しておけば、システムのスライスを切り直す手間を軽減できます。Solaris
Updateリリースにアップグレードするたびに、直前のリリースに比べておよそ 10%の
ディスク容量が追加で必要になります。ファイルシステムごとに 30%のディスク容量
を追加しておくと、Solaris Updateを数回追加できます。

注 – Solarisのこれまでのリリースでは、1Tバイトより大きいサイズのディスクに Solaris
OSをインストールしてブートすることはできませんでした。Solaris 10 10/09リリース
以降では、最大 2Tバイトのサイズのディスクに Solaris OSをインストールしてブートで
きます。

Solaris 10 10/09リリース以降では、どのようなサイズのディスクでもVTOCラベルを使
用できますが、VTOCによるアドレス割り当てが可能な空間は 2Tバイトに制限されて
います。この機能により、2Tバイトより大きなディスクをブートドライブとして使用
できますが、ラベルから使用できる空間は 2Tバイトに制限されます。

この機能は、64ビットカーネルを実行しているシステムでのみ使用できます。x86
ベースのシステムには、最低 1Gバイトのメモリが必要です。

詳細は、『System Administration Guide: Devices and File Systems』の「Two-Terabyte Disk
Support for Installing and Booting the Solaris OS」を参照してください。

UFSファイルシステムの /var

ファイルシステム
クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステムの容量
を物理メモリーの倍のサイズに設定します。
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表 1–3 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

スワップ 注 – ZFSルートプールのスワップの割り当てについては、『Oracle Solaris 10 9/10インス
トールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「ZFSインストールのディス
ク容量要件」を参照してください。
UFSファイルシステムの場合、次のような条件では、Solarisインストールプログラムは
デフォルトのスワップ領域 (512Mバイト)を割り当てます。
■ インストールプログラムによるディスクスライスの自動配置機能を使用する場合
■ スワップスライスのサイズを手作業で変更しない場合

デフォルトでは、Solarisインストールプログラムは、利用可能な最初のディスクシリン
ダ (SPARCベースのシステムでは通常シリンダ 0)でスワップが開始されるようにス
ワップ領域を割り当てます。この配置によって、デフォルトのディスクレイアウト時に
はルート (/)ファイルシステムに最大の空間を割り当てることができ、アップグレード
時にはルート (/)ファイルシステムを拡張できます。
将来スワップ領域を拡張することを考えている場合、次のいずれかの手順を実行してス
ワップスライスを配置することにより、別のディスクシリンダでスワップスライスを開
始できます。
■ Solarisインストールプログラムの場合、シリンダモードでディスクレイアウトをカ
スタマイズして、スワップスライスを目的の位置に手動で割り当てることができま
す。

■ カスタム JumpStartインストールプログラムの場合、プロファイルファイル内でス
ワップスライスを割り当てることができます。JumpStartプロファイルファイルの詳
細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルの作成」を参照してください。

スワップ空間の概要については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 20章「追加スワップ空間の構成 (手順)」を参照してください。

ホームディレクトリファイル
システムを提供するサーバー

ホームディレクトリは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにあります。

インストールする Solarisソフ
トウェアグループ

ソフトウェアグループはソフトウェアパッケージの集まりです。ディスク容量を計画す
る際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェアパッケージを個別に
追加したり削除したりできることを覚えておいてください。ソフトウェアグループの詳
細は、18ページの「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。

アップグレード ■ Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境をアップグレードする際
に、ディスク容量の計画に関する情報を必要とする場合は、『Oracle Solaris 10 9/10
インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「Solaris Live
Upgradeのディスク容量の要件」を参照してください。

■ ほかの Solarisインストール方法を使用してディスク容量を計画する場合
は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を参照してください。
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表 1–3 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

言語サポート 中国語、日本語、韓国語などです。単一の言語をインストールする場合は、約 0.7Gバ
イトのディスク容量をその言語用に追加して割り当ててください。すべての言語サ
ポートをインストールする場合は、インストールするソフトウェアグループに応じ
て、最大で約 2.5Gバイトのディスク容量を言語サポート用に追加して割り当てる必要
があります。

印刷やメールのサポート 容量を追加します。

追加ソフトウェアや Sun以外
のソフトウェア

容量を追加します。

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量
Solarisソフトウェアグループは Solarisパッケージの集まりです。それぞれのソフト
ウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバのサポートが含まれてい
ます。

■ 初期インストールの場合は、システムでどの機能を実行するかを考慮して、イン
ストールするソフトウェアグループを選択します。

■ アップグレードの場合は、システムにインストールされているソフトウェアグ
ループでアップグレードする必要があります。たとえば、システムにエンド
ユーザーシステムサポートソフトウェアグループがインストールされている場合
には、開発者システムサポートソフトウェアグループにアップグレードするオプ
ションはありません。ただし、アップグレード中に、インストール済みのソフト
ウェアグループに属していないソフトウェアをシステムに追加することはできま
す。

Solarisソフトウェアのインストール時には、選択した Solarisソフトウェアグループ
に対してパッケージを追加したり、削除したりすることができます。パッケージの
追加や削除を行う場合には、ソフトウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどの
ようにパッケージ化されているかを知っている必要があります。

次の図は、ソフトウェアパッケージのグループを示しています。Reduced Networking
サポートには、最小限の数のパッケージが含まれています。全体ディストリ
ビューションとOEMサポートには、すべてのパッケージが含まれています。
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表 1–4に、Solarisソフトウェアグループ、およびそれぞれのグループのインストール
に推奨されるディスク容量の一覧を示します。

注 –表 1–4の推奨ディスク容量には、次の項目の容量も含まれています。

■ スワップ領域
■ パッチ
■ 追加のソフトウェアパッケージ

各ソフトウェアグループに必要なディスク容量は、この表に一覧表示されている容
量より少ない場合があります。

ディスク容量の計画方法の詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「ディスク容量とスワップ空間の割り当
て」を参照してください。

図 1–1 Solarisソフトウェアグループ

システム要件と推奨事項

第 1章 • CDまたはDVDメディアによる Solarisのインストールの計画 (作業) 19

http://docs.sun.com/doc/821-2318/planning-15?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2318/planning-15?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2318/planning-15?a=view


表 1–4 ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

全体ディストリビューションのパッケージに加え、追加
のハードウェアドライバが含まれています。これに
は、インストール時にシステムに存在していないハード
ウェアのドライバも含まれます。

6.8Gバイト

全体ディストリ
ビューション

開発者システムサポートのパッケージに加
え、サーバーに必要な追加のソフトウェアが含まれてい
ます。

6.7Gバイト

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートのパッケージに加
え、ソフトウェア開発用の追加のサポートが含まれてい
ます。ソフトウェア開発のサポートとして、ライブラ
リ、インクルードファイル、マニュアルページ、プログ
ラミングツールなどが追加されています。ただし、コン
パイラは含まれていません。

6.6Gバイト

エンドユーザーシステムサ
ポート

ネットワークに接続された Solarisシステムと共通デスク
トップ環境 (CDE)の起動と実行に必要な最小限のコード
を提供するパッケージが含まれています。

5.3Gバイト

コアシステムサポート ネットワークに接続された Solarisシステムの起動と実行
に必要な最小限のコードを提供するパッケージが含まれ
ています。

2.0Gバイト

限定ネットワークシステム
サポート

ネットワークサービスのサポートが限定された Solarisシ
ステムを起動および実行するために必要な最小限の
コードを提供するパッケージが含まれています。Reduced
Networkingサポートは、テキストベースのマルチ
ユーザーコンソールと、システム管理ユーティリ
ティーを提供します。このソフトウェアグループを使用
すると、システムでネットワークインタフェースを認識
できますが、ネットワークサービスがアクティブになる
ことはありません。

2.0Gバイト

インストール用のチェックリスト
Solaris OSのインストールに必要な情報を収集する際に、次のチェックリストを使用
します。ただし、チェックリストに記載されているすべての情報を収集する必要は
ありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。

このチェックリストは、初期インストールを行う場合のみ使用してください。シス
テムのアップグレードを行う場合は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イ
ンストールとアップグレードの計画)』の「アップグレード用のチェックリスト」を
参照してください。

インストール用のチェックリスト
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注 –システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラムまた
はパッチを追加するプログラムとして、Solaris Live Upgradeを推奨します。ほかの
アップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必要となる場合があ
ります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、インストールされている
非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード方法については、『Oracle Solaris 10 9/10
インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の
パート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してください。

表 1–5 インストール用チェックリスト

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されていますか。 接続されている/接続され
ていない*

インストール用のチェックリスト
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

自動登録の資格情報とプロキ
シ情報

オラクルの自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を
指定しますか。

Oracle Solaris自動登録は、Oracle Solaris 10 9/10リリースの
新機能です。システムをインストールまたはアップグ
レードすると、システムの構成データは、既存のサービス
タグ技術によってリブート時に自動的にオラクル製品登録
システムに伝達されます。システムに関するこのサービス
タグデータは、オラクルのカスタマ向けサポートとサービ
スの向上などに役立てられます。サービスタグについて
は、http://wikis.sun.com/

display/ServiceTag/Sun+Service+Tag+FAQを参照してくだ
さい。

この同じ構成データを使用して、システムの独自のインベ
ントリを作成および管理することができます。下の登録オ
プションのいずれかを使ってサポート資格情報に登録する
ことで、システムおよびシステムにインストールされてい
るソフトウェア製品のサービスタグを記録および追跡し
て、システムのインベントリを簡単に作成できます。登録
されている製品を追跡する手順については、http://

wikis.sun.com/

display/SunInventory/Sun+Inventoryを参照してくださ
い。

インストールまたはアップグレードの前に、auto_reg

キーワードを sysidcfgファイルに追加して、次に示すよう
に、自動登録設定を構成することができます。
■ 自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定し
ます。

■ 匿名の登録を設定して、オラクルに送信する構成
データとカスタマの名前がリンクしないようにしま
す。

■ 自動登録を無効にして、構成データがオラクルに送信
されないようにします。

手順については、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイ
ド (ネットワークインストール)』の「auto_reg
キーワード」を参照してください。

sysidcfgファイルに auto_regキーワードを事前に設定しな
い場合は、対話式のインストールまたはアップグレードの
実行時に、サポート資格情報を指定するか、匿名で登録す
るように求められます。サポート資格情報を指定しない場
合、システムは匿名のシステムとして登録されます。ま
た、必要に応じて、プロキシ情報も指定するように求めら
れます。

または、リブートする前に、インストールまたはアップグ
レードの最後で自動登録を無効にすることもできます。こ
のガイドのインストール手順の一部として含まれてい
る、無効にするための手順を参照してください。

My Oracle Support (または
Sun Online Support)の
ユーザー名とパスワード

プロキシサーバーのホス
ト名とポート番号

HTTPプロキシの
ユーザー名とパスワード
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワークセキュリティー Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストール時
にネットワークセキュリティー設定を変更することがで
き、Secure Shellを除くすべてのネットワークサービスを無
効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限した
りすることができます。このセキュリティーオプションを
使用できるのは初期インストールのときだけで、アップグ
レード時には使用できません。アップグレードでは、以前
に設定したサービスが保持されます。ただし netservices

コマンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後に
ネットワークサービスを制限することができます。

インストール時に、制限されたネットワークセキュリ
ティーを選択できます。または、以前の Solarisリリースの
場合のように、より多くのサービスのセットを有効にでき
ます。インストール後に任意のサービスを個別に使用可能
にできるため、制限付きネットワークセキュリティーを選
択しても問題ありません。これらのオプションについての
詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「ネットワークセ
キュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使
用するか、SMFコマンドを使用して個別にサービスを有効
にする方法で、インストール後に有効にすることができま
す。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イ
ンストールとアップグレードの計画)』の「インストール後
のセキュリティー設定の修正」を参照してください。

制限されたネットワーク
セキュリティー/オープン
ネットワークセキュリ
ティー

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host Configuration
Protocol)を使ってネットワークインタフェースを構成しま
すか。

DHCPはインストールに必要なネットワークパラメータを
提供します。

はい/いいえ*
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DHCPを使
用しない場
合
は、ネット
ワークアド
レスをメモ
します。

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの IPアドレスを
指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサブネットの一
部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマスクを指定しま
す。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6はTCP/IPインターネットプロトコルの 1つで、より強
固なセキュリティーを追加し、インターネットアドレスを
増やすことで、IPアドレスの指定を容易にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# uname -n

Kerberos このマシンにKerberosセキュリティーを構成しますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次KDC:

(省略可能)追加KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由でのセキュリ
ティー保護されたトランザクションを提供するクライアン
トサーバーアーキテクチャーです。
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

システムで
ネーム
サービスを
使用する場
合は、次の
情報を指定
します。

ネームサービ
ス

このシステムではどのネームサービスを使用しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されているの
で、ユーザー、マシン、およびアプリケーションはネット
ワーク上で相互に通信できます。たとえば、ホスト名とア
ドレスまたはユーザー名とパスワードなどの情報が保管さ
れています。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使用
しない

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定します。

インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択
できます。あるいは、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定
することもできます。

稼働中のシステムのドメイン名を確認する方法について
は、『Solarisのシステム管理 (ネットワークサービ
ス)』の「NFS version 4のドメインを確認する」を参照して
ください。

ドメイン名を指定する方法についての詳細は、『Oracle
Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップ
グレードの計画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4
ドメイン名」を参照してください。sysidcfgファイル内に
NFSv4ドメイン名を事前に設定する場合は、『Oracle
Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「nfs4_domainキーワード」を参照してくださ
い。
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

NIS+および
NIS

ネームサーバーを指定しますか、それともインストールプ
ログラムにネームサーバーの検索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報を指定しま
す。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

■ NISクライアントの場合、サーバーのホスト名を表示す
るには次のコマンドを入力します。

# ypwhich

■ NIS+クライアントの場合、サーバーのホスト名を表示
するには次のコマンドを入力します。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

■ NISクライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# ypmatch nameserver-name hosts

■ NIS+クライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# nismatch nameserver-name
hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン名やアドレス
などのさまざまなネットワーク情報を 1つの場所で管理す
ることによって、ネットワーク管理を容易にするための
サービスです。
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。DNS
サーバーの IPアドレスを少なくとも 1つ、最大 3つまで指
定します。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次のコマンドを入
力します。

# getent hosts dns

DNS検索を行うときに検索するドメインのリストを入力で
きます。

検索するドメインのリスト:

ドメインネームシステム (DNS)は、インターネットが
TCP/IPネットワーク用に提供するネームサービスで
す。DNSは、ホスト名から IPアドレスに変換するサービ
スを提供します。数値表現の IPアドレスの代わりにマシン
名を使用するので、通信が簡単になります。また、メール
管理用のデータベースとしての働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定します。

プロファイル名:

プロファイルサーバーのホスト名:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを指定した場
合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)は、TCP/IPを
使って動作するディレクトリを更新したり検索したりする
ときに使用される、比較的単純なプロトコルです。
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定しますか、それとも
Solarisインストールプログラムに IPアドレスの検索を任せ
ますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク間のトラ
フィック転送用のブリッジを提供します。IPアドレス
は、ネットワーク上の各ホストを識別する一意の番号で
す。
次のうちから選択できます。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IPアドレスを
使用して /etc/defaultrouterファイルが作成されま
す。システムをリブートすると、指定された IPアドレ
スがデフォルトルートになります。

■ Solarisインストールプログラムに IPアドレスを検出さ
せることができます。ただし、システムは、ICMP
ルーター発見プロトコルを使用して自らを通知する
ルーターの存在するサブネット上になければなりませ
ん。コマンド行インタフェースを使用している場合
は、システムの起動時に IPアドレスが検出されます。

■ ルーターが存在しない場合、または今回はソフト
ウェアに IPアドレスを検出させない場合は、「な
し」を選択します。リブート時に、ソフトウェアが自
動的に IPアドレスの検出を試みます。

検出*/指定/なし

タイムゾーン デフォルトの時間帯をどのように指定しますか。 地域*

GMTとの時差

時間帯ファイル

ルートパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

キーボード キーボードが自己識別型である場合は、インストール時に
キーボードの言語および配列が自動的に設定されま
す。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール
時にサポートされているキー配列の一覧から選択できま
す。

PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インス
トール時にキー配列を選択するように求められます。

SPARCのみ –以前は、自己識別型でないキーボードはすべ
て、インストール時に必ず米国英語 (U.S. English)キー配列
に設定されていました。

詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』の「keyboardキーワード」を参照し
てください。

ロケール どの地域のサポートをインストールしますか。

SPARC:電源管理 (電源管理シ
ステムをサポートする SPARC
システムの場合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –システムにEnergy Starバージョン 3以降がある場
合、この情報の入力は求められません。

はい*/いいえ

自動的なリブートまたは
CD/DVD取り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的にリブートし
ますか。

ソフトウェアをインストールした後にCD/DVDを自動的に
取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ

デフォルトインストールまた
はカスタムインストール

デフォルトのインストールを実行しますか、それともイン
ストールをカスタマイズしますか。
■ デフォルトインストールを選択すると、ハードディス
ク全体がフォーマットされ、事前に選択されている一
連のソフトウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールを選択すると、ハードディスク
の配置を変更したり、必要なソフトウェアを選択して
インストールしたりできます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルトインス
トール」か「カスタムインストール」かの選択は表示され
ません。デフォルトインストールを実行するには、テキス
トインストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキスト
インストーラの画面で値を編集します。

デフォルトインストール
*/カスタムインストール
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ソフトウェアグループ どの Solarisソフトウェアグループをインストールします
か。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

全体ディストリ
ビューション*

開発者システムサポート

エンドユーザーシステム
サポート

Core

Reduced Networkingサ
ポート

カスタムパッケージ選択 インストールする Solarisソフトウェアグループに対してソ
フトウェアパッケージの追加や削除を行いますか。

注 –パッケージの追加や削除を行う場合には、ソフト
ウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどのように
パッケージ化されているかを知っている必要があります。

ディスクの選択 Solarisソフトウェアをどのディスクにインストールします
か。

例: c0t0d0

x86: fdiskによる
パーティション分割

Solaris fdiskパーティションの作成、削除、または変更を
行いますか。

ファイルシステムを配置するディスクには、Solaris fdisk
パーティションが必要です。

システムに現在サービスパーティションがある場
合、Solarisインストールプログラムはデフォルトでサービ
スパーティションを保存します。サービスパーティション
を保存しない場合、fdiskパーティションをカスタマイズ
する必要があります。サービスパーティションの保持につ
いては、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「デフォルトのブート
ディスクパーティションレイアウトで保存されるサービス
パーティション」を参照してください。

fdiskパーティションのカスタマイズのためにディスクを
選択しますか。

はい/いいえ*

fdiskパーティションをカスタマイズしますか。 はい/いいえ*
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

データの保存 Solarisソフトウェアをインストールするために選択した
ディスク上の既存のデータを保存しますか。

はい/いいえ*

ファイルシステムの自動配置 インストールプログラムに、ディスク上のファイルシステ
ムを自動的に配置させますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを自動配置しま
すか。

例: /、/opt、/var

「いいえ」の場合は、手作業でファイルシステムを配置す
る必要があります。

注 – SolarisインストールGUIは、デフォルトでファイルシ
ステムを自動配置します。

はい*/いいえ

リモートファイルシステムの
マウント

このシステムからほかのファイルシステムにあるソフト
ウェアにアクセスする必要がありますか。

必要な場合、リモートファイルシステムに関する次の情報
を用意します。

はい/いいえ*

サーバー:

IPアドレス:

リモートファイルシステム:

ローカルマウントポイント:

tipラインを介してインス
トールを行う場合の指示

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上あるか確認しま
す。詳細は、tip(1)のマニュアルページを参照してくださ
い。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、sttyコマン
ドを使用します。詳細は、stty(1)のマニュアルページを参
照してください。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場合
は、Ethernetコネクタまたはそれに類似したネットワーク
アダプタがシステムに装着されていることを確認します。
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表 1–5 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

計画の章とほかの関連マ
ニュアルの確認

■ 計画の章の全体または特定の節を、『Oracle Solaris 10 9/
10インストールガイド (インストールとアップグレード
の計画)』のパート I「Solarisのインストールおよび
アップグレードの計画の概要」で確認します。

■ http://docs.sun.comの『Oracle Solaris 10 9/10ご使用に
あたって』やベンダーのリリースノートを参照し
て、使用するソフトウェアが新しい Solarisリリースで
もサポートされていることを確認します。

■ 『Oracle Solaris 10 9/10 Sunハードウェアマニュアル』を
参照して、使用するハードウェアがサポートされてい
ることを確認します。

■ システムに添付されている資料を参照して、使用する
システムやデバイスが Solarisリリースでサポートされ
ていることを確認します。

インストールに関する詳細情報の参照先
Solaris OSをインストールするための、より詳細な要件と推奨事項については、次に
挙げる『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップグレードの
計画)』の各節を参照してください。このマニュアルには、ファイルシステムの計画
のガイドラインやアップグレードの計画など、システム要件と高度な計画について
の情報が含まれています。

表 1–6 インストールに関する参照先

トピック 参照

新しいインストール機能 『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の第 2
章「Solarisインストールの新機能」

ネットワークセキュリティーの計画 『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「ネット
ワークセキュリティーの計画」

ディスク容量のガイドラインと推奨事項 『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「ディス
ク容量とスワップ空間の割り当て」

インストールに関する詳細情報の参照先
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表 1–6 インストールに関する参照先 (続き)
トピック 参照

Solaris OSをアップグレードするための追加の要
件と推奨事項

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「アップ
グレード計画」

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「アップ
グレード用のチェックリスト」

インストール時の x86パーティションの操作に
関する情報

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計
画)』の「パーティション分割に関する推奨事
項」

ZFSのインストール、GRUBベースの
ブート、Solarisゾーン区分技術、およびインス
トール時に作成可能なRAID-1ボリュームに関
する情報

『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の
パート II「ZFS、ブート、Solarisゾーン、および
RAID-1ボリュームに関連するインストールにつ
いて」

インストールプロセス全体のロードマップ 『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「作業
マップ: Solarisソフトウェアのインストールまた
はアップグレード」

インストールに関する詳細情報の参照先
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Solarisインストールプログラムによる
UFSファイルシステムのインストール
(作業)

この章では、Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDに含まれて
いる Solarisインストールプログラムを使用して、Solarisソフトウェアのインス
トールやアップグレードを行う方法について説明します。

注 –この章では、UFSルート (/)ファイルシステムのインストール手順について説明
します。ZFSルートプールをインストールする場合は、第 3章「Solaris対話式テキス
トインストーラによる ZFSルートプールのインストール (計画と作業)」を参照して
ください。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 35ページの「SPARC: SolarisインストールプログラムによるUFSファイルシステ
ムのインストールまたはアップグレード」

■ 50ページの「x86: SolarisインストールプログラムによるUFSファイルシステムの
インストールまたはアップグレード」

新しいインストール機能については、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イ
ンストールとアップグレードの計画)』の第 2章「Solarisインストールの新機能」を
参照してください。Solaris OSにおけるすべての新機能については、『Oracle
Solaris 10 9/10の新機能』を参照してください。

SPARC: SolarisインストールプログラムによるUFSファイ
ルシステムのインストールまたはアップグレード

UFSファイルシステムの場合、Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris
OSをインストールまたはアップグレードすることができます。この節では、Solaris
OSをインストールするために必要な作業の一覧を示し、DVDまたはCDメディアか
ら Solaris OSをインストールする方法について説明します。

2第 2 章
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▼ SPARC: Solarisインストールプログラムを使用して
インストールまたはアップグレードを行う方法
この手順では、スタンドアロンの SPARCシステムをCDまたはDVDメディアから
UFSファイルシステムにインストールする方法について説明します。

注 – DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンや
ドメインに Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細
は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインストール)』の付録
B「リモートからのインストールまたはアップグレード (作業)」を参照してくださ
い。

インストールを開始する前に、次の作業を行います。

■ 必要なメディアを用意してください。

次のいずれかのオプションを選択します。
■ DVDでインストールする場合は、Solaris Operating System DVD (SPARC版)が必
要です。

■ CDからインストールする場合は、次のCDを使用してください。

次のメディアが必要です。
■ Solaris SOFTWARE CD。
■ Solaris Languages CD (SPARC版) –特定の地域の言語をサポートする必要があ
る場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプロン
プトが表示されます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できま
す。Solaris SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

■ システムの最小要件を満たしていることを確認します。

システムの必要条件は次のとおりです。
■ メモリー - 384Mバイト以上
■ ディスク容量 – 6.8Gバイト以上
■ プロセッサ速度 - 200 MHz以上

システム要件の詳細については、12ページの「システム要件と推奨事項」を参照
してください。

■ Solaris OSのインストールに必要な情報を収集します。

始める前に
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次のいずれかのオプションを選択します。
■ ネットワークに接続されていないシステムの場合:

次の情報を収集します。
■ インストールするシステムのホスト名
■ システムで使用する予定の言語とロケール

■ ネットワークに接続されたシステムの場合は、次の情報を収集します。

注 – Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストール時にネットワーク
セキュリティー設定を変更することができ、Secure Shellを除くすべてのネット
ワークサービスを無効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限した
りすることができます。このセキュリティーオプションを使用できるのは初期
インストールのときだけで、アップグレード時には使用できません。アップグ
レードでは、以前に設定したサービスが保持されます。ただし netservicesコ
マンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後にネットワークサービス
を制限することができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイ
ド (インストールとアップグレードの計画)』の「ネットワークセキュリ
ティーの計画」を参照してください。

インストール後に netservices openを使用してネットワークサービスを使用可
能にしたり、SMFコマンドを使用して個別のサービスを使用可能にしたりで
きます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修
正」を参照してください。

■ インストールするシステムのホスト名
■ キー配列

注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動
的に設定されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール
時にサポートされているキー配列の一覧から選択できます。

PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列
を選択するように求められます。

詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「keyboardキーワード」を参照してください。

■ システムで使用する予定の言語とロケール
■ ホスト IPアドレス
■ サブネットマスク

SPARC: SolarisインストールプログラムによるUFSファイルシステムのインストールまたはアップグレード
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■ ネームサービスの種類 (DNS、NIS、NIS+など)
■ ドメイン名

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できま
す。あるいは、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできま
す。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4ドメイン
名」を参照してください。

■ ネームサーバーのホスト名

■ ネームサーバーのホスト IPアドレス
■ rootパスワード

システムをインストールするために収集する必要のある情報については、
20ページの「インストール用のチェックリスト」を参照してください。システム
のアップグレードを行う場合は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「アップグレード用のチェックリスト」を
参照してください。チェックリストで説明したように、インストール時または
アップグレード時に、自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定する必
要がある場合があります。

注 –システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラム
またはパッチを追加するプログラムとして、Solaris Live Upgradeを推奨しま
す。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必要と
なる場合があります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、インス
トールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード方法については、『Oracle Solaris 10 9/
10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の
パート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してください。

■ (省略可能)システムのバックアップをとります。

既存のデータやアプリケーションを保持するには、システムのバックアップをと
ります。システムのバックアップ方法についての詳細は、『Solarisのシステム管
理 (デバイスとファイルシステム)』の第 23章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」を参照してください。

Solaris Operating System DVD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入
します。
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システムをブートします。

■ 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

■ 稼働中のシステムのインストールを行う場合は、システムをシャットダウンしま
す。

okプロンプトが表示されます。

Solarisインストールプログラムを起動します。

■ ローカルのDVDまたはCDからブートし、SolarisインストールGUIをデスクトップ
セッションで起動するには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom

■ ローカルのDVDまたはCDからブートし、テキストインストーラをデスクトップ
セッションで起動するには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom - text

text テキストインストーラをデスクトップセッションで実行することを指定
します。このオプションは、デフォルトのGUIインストーラよりも優先
されます。

■ ローカルのDVDまたはCDからブートし、テキストインストーラをコンソール
セッションで起動するには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom - nowin

nowin テキストインストーラをコンソールセッションで実行することを指定し
ます。このオプションは、デフォルトのGUIインストーラよりも優先さ
れます。

SolarisインストールプログラムのGUIおよびテキストインストーラの詳細は、
14ページの「SolarisインストールプログラムのGUIまたはテキストインストーラの
要件」を参照してください。

オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合は、次の画
面にキー配列の選択情報が表示されます。

注 – PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

(省略可能)下に示す画面から必要なキー配列を選択し、F2キーを押して続行しま
す。
Configure Keyboard Layout

+---------------------------------------------------------------------------+

2

3

4
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| Please specify the keyboard layout from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| Keyboard Layout |

| ----------------------- |

| [ ] Serbia-And Montenegro |

| [ ] Slovenian |

| [ ] Slovakian |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Swiss-French |

| [ ] Swiss-German |

| [ ] Taiwanese |

| [ ] TurkishQ |

| [ ] TurkishF |

| [ ] UK-English |

| [ X] US-English |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。前の方の手順でGUIインストールを選択した場合は、次の 2つの画面でGUIが
機能しているかどうかを確認します。

(省略可能)次の画面で、Enterキーを押します。
Starting Solaris Interactive (graphical user interface)

Installation

+------------------------------------------------------------+

| You must respond to the first question within 30 seconds |

| or the installer proceeds in a non-window environment |

| (console mode). |

| |

| If the screen becomes blank or unreadable the installer |

| proceeds in console mode. |

| |

| If the screen does not properly revert to console mode, |

| restart the installation and make the following selection: |

| |

| Solaris Interactive Text (Console session) |

-------------------------------------------------------------+

注 –グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を表示するのに必要なメモリーがシ
ステムに不足している場合は、プログラムが終了し、エラーメッセージが表示され
ます。メモリーをアップグレードして、インストールを再開できます。

インストールに必要なメモリーが不足している場合、別の方法として、インス
トールを再開し、GUIインストーラオプションではなくテキストインストーラオプ
ションを選択します。

進捗メッセージが完了すると、別の確認画面が表示されます。

5
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(省略可能)次のテキスト画面内にカーソルを移動して、Enterキーを押します。

言語の選択肢の一覧が表示されます。

次の画面で、インストール時に使用する言語を選択し、Enterキーを押します。

システム構成の質問に答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の第 2章「システム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してください。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合以外は、インストールプログラ
ムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。20ページの「インストール用
のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

■ インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できます。あるい
は、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできます。ドメイン名を指定
する方法についての詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4ドメイ
ン名」を参照してください。

■ 構成の質問の 1つで、リモートクライアントによるネットワークサービスの使用
を可能にするかどうかを尋ねられます。デフォルトの回答は「はい」です。

「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。「はい」を選択すると、以前の Solarisリリースと同様に、より多くの

6
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サービスが使用可能になります。インストール後に任意のサービスを使用可能に
できるため、「いいえ」を選択しても問題ありません。これらのオプションにつ
いての詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップ
グレードの計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してくださ
い。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマン
ドを使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にする
ことができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修
正」を参照してください。

構成の質問に答え終わると、「ようこそ」画面が表示されます。「次へ (Next)」をク
リックします。

「インストーラ・オプション (Installer Questions)」画面が表示されます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを決定しま
す。「次へ (Next)」をクリックします。
重要:インストール後に自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選択を解除し
てください。

「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。

インストールに使用するメディアを指定します。「次へ (Next)」をクリックします。
ライセンスパネルが表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。「次へ (Next)」をク
リックします。

その後、システムがアップグレード可能かどうかが判定されます。システムを
アップグレードするには、Solarisルート (/)ファイルシステムがすでに存在している
必要があります。Solarisインストールプログラムは、必要な条件を検出する
と、アップグレードを行います。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示されます。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選択します。「次へ (Next)」を
クリックします。

次の画面では、デフォルトインストールまたはカスタムインストールを選択できま
す。

実行するインストールの種類を選択します。「次へ (Next)」をクリックします。

■ 全体ディストリビューションをインストールするには、「デフォルトインス
トール」を選択します。
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■ 次の作業を行うには、「カスタムインストール」を選択します。

■ 特定のソフトウェアグループをインストールする
■ 追加のソフトウェアをインストールする
■ 特定のソフトウェアパッケージをインストールする
■ 特定のロケールをインストールする
■ ディスク配置をカスタマイズする

ソフトウェアグループの詳細については、18ページの「ソフトウェアグループご
との推奨ディスク容量」を参照してください。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルトインストール」か「カスタムインス
トール」かの選択は表示されません。デフォルトインストールを実行するには、テ
キストインストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用します。カスタムイ
ンストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値を編集します。

構成に関する追加の質問が表示される場合は、それらに答えます。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

注 –自動登録については、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してくださ
い。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。

a. サポート資格情報を使って登録するか、匿名でデータを送信するかを選択しま
す。

GUI画面が表示されます。資格情報を使った登録を選択するか、選択を解除し
ます。「次へ」をクリックして続行します。
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または、テキストインストーラ画面が表示されます。

図 2–1 自動登録のGUI画面
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テキスト画面では、オプションボックスに移動するときは、矢印キーを使用し
ます。オプションボックスに印を付けて、サポート資格情報を使って登録する
ときは、Returnキーを押します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。

図 2–2 自動登録のテキスト画面
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前の画面で登録することを選択した場合は、My Oracle Supportのユーザー名と
パスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを使用する場合
は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシのユーザー名とパス
ワードを指定できます。

前の画面で匿名の登録を選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけを求
められます。

または、テキストインストールの場合は、次の画面が表示されます。

図 2–3 自動登録のデータ入力のGUI画面
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行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格情報とプロキシ
エントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

「インストールの準備完了」画面が表示されます。

「インストールの準備完了」画面を確認します。

注 – GUI画面が表示されます。テキストインストール画面にも、同じサマリー情報が
含まれています。

図 2–4 自動登録のデータ入力のテキスト画面
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「インストール開始」をクリックして、Solarisソフトウェアをインストールしま
す。画面の指示に従って、Solarisソフトウェアをインストールします。
Solarisソフトウェアプログラムのインストールが終了すると、システムは自動的に
リブートするか、または手動でリブートするように促します。

追加の製品をインストールする場合は、その製品のDVDまたはCDを挿入するよう
に指示が表示されます。インストール手順については、該当するインストールマ
ニュアルを参照してください。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

■ 初期インストールの場合は、これでインストールが完了します。

■ Solarisソフトウェアのアップグレードを行なっている場合は、保持されなかった
ローカルな変更があればそれを修正する必要があります。手順 aに進んでくださ
い。

a. /a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanupファイルの内容を確認して、Solaris
インストールプログラムによって保持されなかったローカルな変更を修正する
必要があるかどうかを判断します。

b. 保持されなかったローカルな変更があれば、修正します。

図 2–5 「インストールの準備完了」画面
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前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –次の手順に従って自動登録を無効にするには、インストール画面の最初の
ほうで自動リブートの選択を解除しておく必要があります。

システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無効にす
ることはできません。代わりに、自動リブート後に、regadmコマンドを使用して
自動登録を無効にできます。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 17
章「Oracle Solaris自動登録コマンド regadmの操作 (手順)」を参照してください。

a. インストールが完了したら、手動でリブートする前に、次に示すように端末
ウィンドウを開きます。

■ GUIインストールの場合は、右クリックして端末ウィンドウを開きます。

■ テキストインストールの場合は、「!」を押して端末ウィンドウを開きま
す。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。

c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

インストールまたはアップグレード時に問題が発生する場合は、『Oracle Solaris 10 9/
10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の付録A「問題発生時の解決方
法 (作業)」を参照してください。
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x86: SolarisインストールプログラムによるUFSファイル
システムのインストールまたはアップグレード

Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris OSをインストールまたはアップ
グレードすることができます。この節では、Solaris OSをインストールするために必
要な作業の一覧を示し、DVDまたはCDメディアから Solaris OSをインストールする
方法について説明します。

▼ x86: GRUB付き Solarisインストールプログラムを
使用してインストールまたはアップグレードを行
う方法
x86システム用の Solarisインストールプログラムでは、GRUBブートローダーが使用
されます。この手順では、スタンドアロンのGRUBブートローダー付き x86システ
ムをCDまたはDVDメディアからUFSファイルシステムにインストールする方法に
ついて説明します。GRUBブートローダーの概要については、『Oracle Solaris 10 9/10
インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第 7章「SPARCお
よび x86ベースのブート (概要と計画)」を参照してください。

注 – DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンや
ドメインに Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細
は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインストール)』の付録
B「リモートからのインストールまたはアップグレード (作業)」を参照してくださ
い。

インストールを開始する前に、次の作業を行います。

■ 必要なメディアを用意してください。

次のいずれかのオプションを選択します。
■ DVDからインストールする場合は、Solaris Operating System DVD (x86版)を使
用してください。

■ CDメディアからインストールする場合:

始める前に
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次のメディアが必要です。
■ Solaris SOFTWARE CD。
■ Solaris Languages CD (x86版) –特定の地域の言語をサポートする必要がある
場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプロンプ
トが表示されます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できま
す。Solaris SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

■ システムの BIOSを調べて、CDまたはDVDメディアからブートできることを確
認します。

■ 使用するハードウェアに Solaris OSをインストールするために必要なインス
トール時更新 (ITU)やドライバをすべて入手します。ITUや追加のドライバが必
要かどうかを調べるには、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

■ システムの最小要件を満たしていることを確認します。

システムの必要条件は次のとおりです。
■ メモリー - 768Mバイト以上
■ ディスク容量 – 6.8Gバイト以上
■ プロセッサ速度 - 120 MHz以上。ハードウェアによる浮動小数点サポートが必
要です

システム要件の詳細については、12ページの「システム要件と推奨事項」を参照
してください。

Sun Microsystems, Inc.以外で製造されたシステムに Solaris OSをインストールする
場合は、インストールを開始する前に、Solaris Hardware Compatibility List (http://
www.sun.com/bigadmin/hcl)を確認してください。

■ Solaris OSのインストールに必要な情報を収集します。
■ ネットワークに接続されていないシステムの場合:

必要な情報を次に示します。
■ インストールするシステムのホスト名
■ システムで使用する予定の言語とロケール

■ ネットワークに接続されたシステムの場合は、次の情報を収集します。
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注 – Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストール時にネットワーク
セキュリティー設定を変更することができ、Secure Shellを除くすべてのネット
ワークサービスを無効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限した
りすることができます。このセキュリティーオプションを使用できるのは初期
インストールのときだけで、アップグレード時には使用できません。アップグ
レードでは、以前に設定したサービスが保持されます。ただし netservicesコ
マンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後にネットワークサービス
を制限することができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイ
ド (インストールとアップグレードの計画)』の「ネットワークセキュリ
ティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマ
ンドを使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効に
することができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イ
ンストールとアップグレードの計画)』の「インストール後のセキュリ
ティー設定の修正」を参照してください。

■ インストールするシステムのホスト名
■ キー配列

注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動
的に設定されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール
時にサポートされているキー配列の一覧から選択できます。

詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「keyboardキーワード」を参照してください。

■ システムで使用する予定の言語とロケール
■ ホスト IPアドレス
■ サブネットマスク
■ ネームサービスの種類 (DNS、NIS、NIS+など)
■ ドメイン名

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できま
す。あるいは、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできま
す。ドメイン名を指定する方法についての詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10
インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インス
トール時に設定可能なNFSv4ドメイン名」を参照してください。
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■ ネームサーバーのホスト名
■ ネームサーバーのホスト IPアドレス
■ rootパスワード

システムをインストールするために収集する必要のある情報については、
20ページの「インストール用のチェックリスト」を参照してください。システム
のアップグレードを行う場合は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「アップグレード用のチェックリスト」を
参照してください。チェックリストで説明したように、インストール時または
アップグレード時に、自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定する必
要がある場合があります。

注 –システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラム
またはパッチを追加するプログラムとして、Solaris Live Upgradeを推奨しま
す。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必要と
なる場合があります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、インス
トールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード方法については、『Oracle Solaris 10 9/
10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の
パート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してください。

■ (省略可能)システムのバックアップをとります。
既存のデータやアプリケーションを保持するには、システムのバックアップをと
ります。システムのバックアップ方法についての詳細は、『Solarisのシステム管
理 (デバイスとファイルシステム)』の第 23章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」を参照してください。

適切なメディアをシステムに挿入します。

Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDからブートする場合
は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSがDVDまたはCDから
のブートをサポートしている必要があります。

DVDまたはCDからブートするように BIOSを手動で設定する必要が生じることもあ
ります。BIOSの設定方法については、ハードウェアのマニュアルを参照してくださ
い。

システムをシャットダウンして電源を切り、再び電源を入れてシステムをブートし
ます。
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CDまたはDVDからブートするようにBIOSを手動で設定する必要がある場合は、シス
テムのブート処理を中断する適切なキーシーケンスを入力します。

BIOSでブート優先順位を変更し、BIOSを終了してインストールプログラムに戻りま
す。

メモリーテストとハードウェア検出が実行されます。画面が再表示されます。GRUB
メニューが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris |

| Solaris Serial Console ttya |

| Solaris Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x) |

| |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

適切なインストールオプションを選択します。

■ 現在のシステムにCDまたはDVDから Solaris OSをインストールする場合
は、「Solaris」を選択して Enterキーを押します。
デフォルト値を使用してシステムをインストールする場合は、このオプションを
選択します。

■ インストールする Solaris OSの画面出力をシリアルコンソール ttya (COM1)に送信す
る場合は、「Solaris Serial Console ttya」を選択します。
システムディスプレイをシリアルポートCOM1に接続されたデバイスに変更する
場合は、このオプションを選択します。

■ インストールする Solaris OSの画面出力をシリアルコンソール ttyb (COM2)に送信す
る場合は、「Solaris Serial Console ttyb」を選択します。
システムディスプレイをシリアルポートCOM2に接続されたデバイスに変更する
場合は、このオプションを選択します。
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■ ブート引数を指定して Solaris OSをインストールする場合は、次の手順に従ってく
ださい。

インストール時にシステム構成をカスタマイズする場合は、ブート引数を使用し
ます。

a. GRUBメニューで、編集するインストールオプションを選択してから、e
キーを押します。

GRUBメニューに、次のようなブートコマンドが表示されます。
kernel /boot/multiboot kernel/unix -B install_media=cdrom

module /boot/x86.miniroot

b. 矢印キーを使用して編集するブートエントリを選択してから、eキーを押しま
す。

編集するブートコマンドが、GRUB編集ウィンドウに表示されます。

c. 使用するブート引数またはオプションを入力して、ブートコマンドを編集しま
す。

GRUB編集メニューでは、次のコマンド構文を使用します。
grub edit>kernel /boot/multiboot kernel/unix/ \

install [url|ask] -B options install_media=media_type

grub edit>kernel$ /boot/platform/i86pc/$ISADIR/kernel/unix/ \

install [url|ask] -B options install_media=media_type

ブート引数およびコマンド構文については、『Oracle Solaris 10 9/10インス
トールガイド (ネットワークインストール)』の第 9章「ネットワークからのイ
ンストール (コマンドリファレンス)」を参照してください。

d. GRUBメニューに戻るには、次のいずれかを選択します。

■ 編集した内容を保存してGRUBメニューに戻るには、Enterキーを押しま
す。

GRUBメニューが表示されます。ブートコマンドに行なった編集が表示さ
れます。

■ 編集した内容を保存せずにGRUBメニューに戻るには、Escapeキーを押しま
す。

元のGRUBメニューが表示されます。

e. インストールを開始するには、GRUBメニューに bと入力します。
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デフォルトのブートディスクが、システムのインストールまたはアップグレードに
必要な条件を満たしているかどうかが検査されます。Solarisインストールがシステ
ム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが表示
されます。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

インストールの種類を選択します。

インストールの選択画面には、次のオプションが表示されます。
Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.

Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait 30 seconds without typing anything,

an interactive installation will be started.

■ Solaris OSをインストールするには、次のいずれかの操作を行います。

■ Solarisの対話式インストールGUIを使ってインストールするには、1と入力し
てから Enterキーを押します。

■ 自動的なカスタム JumpStartインストールを実行するには、2と入力してから
Enterキーを押します。
JumpStartインストールについては、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。

■ デスクトップセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストール
するには、3と入力してから Enterキーを押します。プロンプトに b - textと
入力することもできます。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

SolarisインストールGUIおよびテキストインストーラの詳細は、12ページ
の「システム要件と推奨事項」を参照してください。
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■ コンソールセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストールす
るには、4と入力してから Enterキーを押します。プロンプトで b - nowinと入
力することもできます。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合
は、次の画面にキー配列の選択情報が表示されます。システムが自己識別
キーボードを見つけた場合は、手順 9に進んでください。

注 –インストールする前にシステム管理作業を実行する場合は、前に説明したイ
ンストールオプションの 1つを選択するのではなく、次に説明する 2つのオプ
ションのどちらかを選択します。

■ ドライバを更新するか、インストール時更新 (ITU)をインストールする場合
は、更新するためのメディアを挿入して 5を入力し、Enterキーを押します。
使用するシステム上で Solaris OSを実行するために、ドライバの更新または
ITUのインストールが必要になる場合があります。ドライバの更新または ITU
のインストールを行う手順に従ってください。

■ システム管理作業を実行する場合は、6を入力してから、Enterキーを押しま
す。

インストールする前にシステム管理作業を実行する必要がある場合には、シン
グルユーザーシェルを起動します。インストールする前に実行できるシステム
管理作業については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してくださ
い。

これらのシステム管理作業が完了すると、前の手順で表示されたオプションリス
トが表示されます。インストールを続行する場合は、適切なオプションを選択し
てください。

(省略可能)下に示す画面から必要なキー配列を選択し、F2キーを押して続行しま
す。
Configure Keyboard Layout

+---------------------------------------------------------------------------+

| Please specify the keyboard layout from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| Keyboard Layout |

| ----------------------- |

| [ ] Serbia-And Montenegro |

| [ ] Slovenian |

| [ ] Slovakian |

| [ ] Spanish |
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| [ ] Swedish |

| [ ] Swiss-French |

| [ ] Swiss-German |

| [ ] Taiwanese |

| [ ] TurkishQ |

| [ ] TurkishF |

| [ ] UK-English |

| [ X] US-English |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。前の方の手順でGUIインストールを選択した場合は、次の 2つの画面でGUIが
機能しているかどうかを確認します。

(省略可能)次の画面で、Enterキーを押します。
Starting Solaris Interactive (graphical user interface)

Installation

+------------------------------------------------------------+

| You must respond to the first question within 30 seconds |

| or the installer proceeds in a non-window environment |

| (console mode). |

| |

| If the screen becomes blank or unreadable the installer |

| proceeds in console mode. |

| |

| If the screen does not properly revert to console mode, |

| restart the installation and make the following selection: |

| |

| Solaris Interactive Text (Console session) |

-------------------------------------------------------------+

注 –システムに十分なメモリーがない場合は、プログラムが終了し、エ
ラーメッセージが表示されます。メモリーをアップグレードして、インストールを
再開できます。

インストールに必要なメモリーが不足している場合、別の方法として、インス
トールを再開し、GUIインストーラオプションではなくテキストインストーラオプ
ションを選択します。

進捗メッセージが完了すると、別の確認画面が表示されます。
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(省略可能)次のテキスト画面内にカーソルを移動して、Enterキーを押します。

言語の選択肢の一覧が表示されます。

次の画面で、インストール時に使用する言語を選択し、Enterキーを押します。

構成に関する残りの質問が表示される場合は、それらに答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の第 2章「システム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してください。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合以外は、インストールプログラ
ムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。20ページの「インストール用
のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

■ 構成の質問の 1つで、リモートクライアントによるネットワークサービスの使用
を可能にするかどうかを尋ねられます。デフォルトの回答は「はい」です。

「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。「はい」を選択すると、以前の Solarisリリースと同様に、より多くの
サービスが使用可能になります。インストール後に任意のサービスを使用可能に
できるため、「いいえ」を選択しても問題ありません。これらのオプションにつ
いての詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップ
グレードの計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してくださ
い。
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ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマン
ドを使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にする
ことができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修
正」を参照してください。

構成の質問に答え終わると、「ようこそ」画面が表示されます。

「ようこそ」画面の「次へ (Next)」をクリックします。
「インストーラ・オプション (Installer Questions)」画面が表示されます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを決定しま
す。「次へ (Next)」をクリックします。
重要:インストール後に自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選択を解除し
てください。

「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。

インストールに使用するメディアを指定します。「次へ (Next)」をクリックします。
ライセンス画面が表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。「次へ (Next)」をク
リックします。

その後、システムがアップグレード可能かどうかが判定されます。システムを
アップグレードするには、Solarisルート (/)ファイルシステムがすでに存在している
必要があります。Solarisインストールプログラムは、必要な条件を検出する
と、アップグレードを行います。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示されます。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選択します。「次へ (Next)」を
クリックします。

注 –インストールを開始する前に診断・サービスパーティションをシステムに復元す
ると、Solaris OSにアップグレードできなくなることがあります。詳細は、『Oracle
Solaris 10 9/10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』の「既存のサービスパーティションが存在しないシステムでは、デフォルトで
サービスパーティションが作成されない」を参照してください。

次の画面では、デフォルトインストールまたはカスタムインストールを選択できま
す。
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実行するインストールの種類を選択します。「次へ (Next)」をクリックします。

■ 全体ディストリビューションをインストールするには、「デフォルトインス
トール」を選択します。

■ 次の作業を行うには、「カスタムインストール」を選択します。

■ 特定のソフトウェアグループをインストールする
■ 追加のソフトウェアをインストールする
■ 特定のソフトウェアパッケージをインストールする
■ 特定のロケールをインストールする
■ ディスク配置をカスタマイズする

ソフトウェアグループの詳細については、18ページの「ソフトウェアグループごと
の推奨ディスク容量」を参照してください。fdiskパーティションのカスタマイズに
ついては、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップグ
レードの計画)』の「パーティション分割に関する推奨事項」を参照してください。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルトインストール」か「カスタムインス
トール」かの選択は表示されません。デフォルトインストールを実行するには、テ
キストインストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用します。カスタムイ
ンストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値を編集します。

構成に関する追加の質問が表示される場合は、それらに答えます。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

注 –自動登録については、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してくださ
い。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。
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a. サポート資格情報を使って登録するか、匿名でデータを送信するかを選択しま
す。

GUI画面が表示されます。資格情報を使った登録を選択するか、選択を解除し
ます。「次へ」をクリックして続行します。

または、テキストインストーラ画面が表示されます。

図 2–6 自動登録のGUI画面
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テキスト画面では、オプションボックスに移動するときは、矢印キーを使用し
ます。オプションボックスに印を付けて、サポート資格情報を使って登録する
ときは、Returnキーを押します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。

図 2–7 自動登録のテキスト画面
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前の画面で登録することを選択した場合は、My Oracle Supportのユーザー名と
パスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを使用する場合
は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシのユーザー名とパス
ワードを指定できます。

前の画面で匿名の登録を選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけを求
められます。

または、テキストインストールの場合は、次の画面が表示されます。

図 2–8 自動登録のデータ入力のGUI画面
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行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格情報とプロキシ
エントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

「インストールの準備完了」画面が表示されます。

「インストールの準備完了」画面を確認します。

注 –ここではGUI画面が表示されます。テキストバージョンのこの画面にも、同じ情
報が含まれています。

図 2–9 自動登録のデータ入力のテキスト画面
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「インストール開始」をクリックして、Solarisソフトウェアをインストールしま
す。画面に示される手順に従って、Solarisソフトウェアと追加ソフトウェア (必要な
場合)をシステムにインストールします。
Solarisインストールプログラムによる Solarisソフトウェアのインストールが終了す
ると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブートするように促し
ます。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

■ 初期インストールの場合は、これでインストールが完了します。自動リブートの
選択を解除した場合は、続けて手順 20に進みます。

■ Solarisソフトウェアのアップグレードを行なっている場合は、保持されなかった
ローカルな変更があればそれを修正する必要があります。手順 aに進んでくださ
い。

a. /a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanup ファイルの内容を確認して、Solaris
インストールプログラムによって保持されなかったローカルな変更を修正する
必要があるかどうかを判断します。

b. 保持されなかったローカルな変更があれば、修正します。

図 2–10 「インストールの準備完了」画面
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前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –次の手順に従って自動登録を無効にするには、インストール画面の最初の
ほうで自動リブートの選択を解除しておく必要があります。

システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無効にす
ることはできません。代わりに、自動リブート後に、regadmコマンドを使用して
自動登録を無効にできます。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 17
章「Oracle Solaris自動登録コマンド regadmの操作 (手順)」を参照してください。

a. インストールが完了したら、手動でリブートする前に、次に示すように端末
ウィンドウを開きます。

■ GUIインストールの場合は、右クリックして端末ウィンドウを開きます。

■ テキストインストールの場合は、「!」を押して端末ウィンドウを開きま
す。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。

c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

システムをリブートすると、GRUBメニューに、新しくインストールした
Solaris OSなどのインストールされているオペレーティングシステムの一覧が
表示されます。

e. ブートするオペレーティングシステムを選択します。
新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が読み込まれます。
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次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールする場
合、ブートするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブート
ローダーに認識させる必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「ブート時にGRUBメニューを編集してブート動作を変更する」を参照して
ください。

インストールまたはアップグレード時に問題が発生する場合は、『Oracle Solaris 10 9/
10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の付録A「問題発生時の解決方
法 (作業)」を参照してください。

参考

注意事項
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Solaris対話式テキストインストーラによ
る ZFSルートプールのインストール (計
画と作業)

この章では、Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDに入ってい
る Solaris対話式インストールプログラムを使用して、ZFSルートプールの初期イン
ストールを実行する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 69ページの「ZFSルートプールのインストール (計画)」
■ 71ページの「Solaris対話式テキストインストーラによる ZFSの初期インス
トール」

ZFSルートプールのインストール (計画)
Solaris対話式テキストインストーラを使用して初期インストールを実行し、ブート
可能な ZFSルートプールを含む ZFSストレージプールを作成できます。標準のGUI
インストールプログラムを使用して ZFSルートプールをインストールすることはで
きません。

Solaris対話式テキストインストーラによるインストール処理は、以前の Solarisリ
リースと同様です。UFSルート (/)ファイルシステムと ZFSルートプールのどちらを
インストールするかを選択できる点が異なります。このリリースでも、デフォルト
のファイルシステムはUFSです。ZFSストレージプールを作成してインストールす
るには、ZFSオプションを選択する必要があります。

システム上に ZFSストレージプールがすでに存在する場合、それらは既存のプール
のディスクを選択して新しいストレージプールを作成する場合以外は変更されませ
ん。既存の ZFSストレージプールを ZFSルートファイルシステムとして使用するに
は、Solaris Live Upgradeを使用して、既存のUFSルート (/)ファイルシステムを ZFS
ルートプールに移行する必要があります。Solaris Live Upgradeには、ZFSルート
プールをアップグレードする手段も用意されています。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/
10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 11
章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してください。

3第 3 章

69

http://docs.sun.com/doc/821-2345/ggavn?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2345/ggavn?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2345/ggavn?a=view


初期インストールを実行して ZFSストレージプールを作成する前に、『Oracle
Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第 6
章「ZFSルートファイルシステムのインストール (計画)」を参照してください。

注 – SPARCと x86の両方のシステムにおいて、ZFSルートファイルシステムへのイン
ストールには、768Mバイト以上のメモリーが必要です。推奨メモリーは 1Gバイト
です。

Solaris 10 10/09リリースの新機能
Solaris 10 10/09リリース以降では、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。

フラッシュアーカイブは、UFSルートファイルシステムまたは ZFSルートファイル
システムを実行しているシステムで作成できます。ZFSルートプールのフ
ラッシュアーカイブには、スワップボリュームとダンプボリュームおよび任意の除
外されたデータセットを除く、プール階層全体が含まれます。スワップボリューム
とダンプボリュームは、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

フラッシュアーカイブによるインストール方法は次のとおりです。

■ ZFSルートファイルシステムによるシステムのインストールとブートに使用でき
るフラッシュアーカイブを生成します。

■ ZFSフラッシュアーカイブを使用して、システムの JumpStartインストールを実行
します。

注 – ZFSフラッシュアーカイブを作成すると、個別のブート環境ではな
く、ルートプール全体がバックアップされます。flarcreateコマンドと flarコマ
ンドの - Dオプションを使用すると、プール内の個別のデータセットを除外でき
ます。

詳細と制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参
照してください。
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Solaris対話式テキストインストーラによるZFSの初期イ
ンストール

この手順では、スタンドアロンの SPARCシステムをCDまたはDVDメディアからイ
ンストールする方法について説明します。

▼ SPARC: ZFSルートプールをインストールする方法
DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンやドメ
インに Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細
は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインストール)』の付録
B「リモートからのインストールまたはアップグレード (作業)」を参照してくださ
い。

必要なメディアを用意してください。

■ DVDでインストールする場合は、Solaris Operating System DVD (SPARC版)が必要
です。

■ CDからインストールする場合は、次のCDを使用してください。

次のメディアが必要です。
■ Solaris SOFTWARE CD。
■ Solaris Languages CD (SPARC版) –特定の地域の言語をサポートする必要がある
場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプロンプトが
表示されます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できます。Solaris
SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

既存のデータやアプリケーションを保持するには、システムのバックアップをとり
ます。

■ UFSファイルシステムのバックアップについては、『Solarisのシステム管理 (デバ
イスとファイルシステム)』の第 23章「UFSファイルシステムのバックアップと
復元 (概要)」を参照してください

■ ZFSルートプールのバックアップについては、『Oracle Solaris ZFS管理ガイ
ド』の「ZFSデータを送信および受信する」を参照してください

Solaris Operating System DVD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入
します。

始める前に
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システムをブートします。

■ 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

■ 稼働中のシステムのインストールを行う場合は、システムをシャットダウンしま
す。

okプロンプトが表示されます。

Solaris対話式テキストインストーラを起動します。インストールGUIを実行して ZFS
ルートプールをインストールすることはできません。ローカルのDVDまたはCDから
ブートし、テキストインストーラをデスクトップセッションで起動するには、次の
コマンドを入力します。
ok boot cdrom - text

text テキストインストーラをデスクトップセッションで実行することを指定しま
す。このオプションは、デフォルトのGUIインストーラよりも優先されま
す。

オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合は、次の画
面にキー配列の選択情報が表示されます。

注 – PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

(省略可能)下に示す画面から必要なキー配列を選択し、F2キーを押して続行しま
す。
Configure Keyboard Layout

+---------------------------------------------------------------------------+

| Please specify the keyboard layout from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| Keyboard Layout |

| ----------------------- |

| [ ] Serbia-And Montenegro |

| [ ] Slovenian |

| [ ] Slovakian |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Swiss-French |

| [ ] Swiss-German |

| [ ] Taiwanese |

| [ ] TurkishQ |

| [ ] TurkishF |

| [ ] UK-English |

| [ X] US-English |

2
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| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。言語の選択肢の一覧が表示される場合があります。この画面が表示されない場
合は、手順 6に進んでください。

(省略可能)言語の選択画面が表示される場合があります。インストール時に使用する
言語を選択し、F2キーを押します。
Select a Language

+---------------------------------------------------------------------------+

| Please specify the the language from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| [ ] English |

| [ ] French |

| [ ] German |

| [ ] Italian |

| [ ] Japanese |

| [ ] Korean |

| [ ] Simplified Chinese |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Traditional Chinese |

| [ ] UK-English |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

F2キーを押してインストールを開始します。構成に関する残りの質問が表示される
場合は、それらに答えます。

■ システム情報の事前設定

次のいずれかのオプションを選択します。
■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求めら
れません。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の第 2章「システム構成情報の事前設定 (作業)」を参照して
ください。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合以外は、インストールプログ
ラムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。20ページの「インス
トール用のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

■ ネットワーク構成

構成の質問の 1つで、リモートクライアントによるネットワークサービスの使用
を可能にするかどうかを尋ねられます。デフォルトの回答は「はい」です。
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「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。「はい」を選択すると、以前の Solarisリリースと同様に、より多くの
サービスが使用可能になります。インストール後に任意のサービスを使用可能に
できるため、「いいえ」を選択しても問題ありません。これらのオプションにつ
いての詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップ
グレードの計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してくださ
い。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマン
ドを使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にする
ことができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修
正」を参照してください。

構成の質問に答え、ルートパスワードを設定すると、Solarisの対話式インストール
画面が表示されます。

Solaris Interactive Installation

+---------------------------------------------------------------------------+

|On the following screens, you can accept the defaults or you can customize |

| how Solaris software will be install by: |

| - Selecting the type of Solaris software to install |

| - Selecting disks to hold the software you’ve selected |

| - Selecting unbundled products to be installed with Solaris |

| - Specifying how file systems are laid out on the disks |

| |

|After completing these tasks, a summary of your selections |

|(called a profile) will be displayed. |

| |

|There are two ways to install your Solaris software: |

| |

| - "Standard" installs your system from a standard Solaris |

| Distribution. Selecting "standard" allows you to choose |

| between initial install and upgrade, if your system is upgradeable. |

| |

| - "Flash" installs your system from one or more Flash Archives. |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを決定しま
す。F2キーを押します。
重要:インストール後とリブート前の自動登録を無効にする場合は、自動リブートの
選択を解除します。
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システム上に ZFSストレージプールがすでに存在する場合、それらは次の
メッセージで認識されますが、既存のプールのディスクを選択して新しいスト
レージプールを作成する場合以外は変更されません。

There are existing ZFS pools available on this system. However, they can only be upgraded

using the Live Upgrade tools. The following screens will only allow you to install a ZFS root system,

not upgrade one.

ライセンス画面が表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。F2キーを押しま
す。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示される場合
があります。アップグレード可能なUFSファイルシステムがある場合は、この画面
が表示されます。この画面が表示されない場合は、手順 10に進んでください。

ZFSのインストールを実行するには、F4キーを押して初期インストールを行う必要が
あります。

地域、ロケール、および追加の製品を選択する画面が表示されます。

地域、ロケール、および追加の製品を選択します。

「ファイルシステムの種類の選択」画面が表示されます。

ZFSルートプールを作成するには、ZFSオプションを選択し、F2キーを押します。
Choose a Filesystem Type

+---------------------------------------------------------------------------+

| Select the filesystem to use for your Solaris installation |

| |

| [ ] UFS |

| [X] ZFS |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ソフトウェアの選択」画面が表示されます。

実行するインストールの種類を選択します。F2キーを押します。
デフォルトインストールを実行するには、表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値
を編集します。この例では、デフォルトの「全体ディストリビューション」のイン
ストールが選択されています。

ソフトウェアグループの詳細については、18ページの「ソフトウェアグループごと
の推奨ディスク容量」を参照してください。
Select Software

+---------------------------------------------------------------------------+

|Select the Solaris software to install on the system |

| |
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|Note: After selecting a software group, you can add or remove |

|software by customizing it. However this requires understanding of |

|software dependencies and how Solaris software is packaged. |

| |

| [ ] Entire Distribution plus OEM support ......5838.00 MB |

| [X] Entire Distribution........................5830.00 MB |

| [ ] Developer System Support...................5695.00 MB |

| [ ] End User System Support....................4747.00 MB |

| [ ] Core System Support........................1558.00 MB |

| [ ] Reduced Networking Core System Support.....1512.00 MB |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ディスクの選択」画面が表示されます。

インストールするソフトウェアを選択したあと、ZFSストレージプールを作成するた
めのディスクの選択を求めるプロンプトが表示されます。この画面は以前の Solaris
リリースと同様ですが、次のテキストが異なります。
For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, so the disk you choose,

or the slice within the disk must exceed the Suggested Minimum value.

ZFSルートプールに使用するディスクとして、1つまたは複数を選択できます。

■ 単一のディスクを選択した場合、あとでミラー化構成にするには、『Oracle
Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデバイスを管理する」で
zpool attachコマンドを参照してください。

■ 2つのディスクを選択すると、ルートプールには 2ディスク構成が設定されま
す。2ディスクまたは 3ディスクのミラー化プールが最適です。

■ 8つのディスクがある場合に 8つのディスクすべてを選択すると、ルートプール
では 8つのディスクが単一の大規模なミラーとして使用されます。これは最適な
構成ではありません。

ルートプールではRAID-Zプール構成はサポートされていません。ZFSストレージ
プールの構成方法の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSスト
レージプールの複製機能」を参照してください。

Select Disks

+---------------------------------------------------------------------------+

|On this screen you must select the disks for installing Solaris |

|software. Start by looking at the Suggested Minimum Field; |

|this value is the approximate space needed to install the software |

|you’ve selected. For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, |

|so the disk you choose on the slice within the disk must exceed |

|the Suggested Minimum Value. |

| |

| Note: xx denotes the current boot disk |

| |

|Disk Device Available Space |

|========================================================================== |

| |

|[X]xx c0t0d0 29164 MB (F4 to edit) |
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| |

| Maximum Root Size: 29164 MB |

| Suggested Minimum: 5838 MB |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「データの保存」画面が表示されます。

(省略可能)ソフトウェアをインストールするために選択したディスク上のデータを保
存します。

インストール用に選択したディスクに、ファイルシステムや命名されていないスラ
イスが存在する場合、必要であればこの時点でそれらを保存できます。
Preserve Data?

+---------------------------------------------------------------------------+

|Do you want to preserve existing data? At least one of the disks you’ve |

|selected for installing Solaris software has file systems or unnamed slices|

|that you may want to save |

| |

| |

| F2_Continue F4_Preserve F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

データを保存する場合は F4キーを押すと、データを保存するための画面が表示され
ます。

(省略可能)保存するデータを選択します。
Preserve Data

+---------------------------------------------------------------------------+

|On this screen you can perserve the data on some or all disk slices. Any |

|slice you preserve will not be touched when Solaris software is installed |

|If you preserve data on / (root), /usr, or /var you must rename them |

|because new versions of these file systems are created when Solaris |

|software is installed. |

| |

|Warning: Preserving an ’overlap’ slice will not preserve any data within |

|it. To preserve this data, you must explicitly set the mount point name. |

| |

|Mount Point or Pool State Disk/Slice Size |

|========================================================================== |

|[ ] zfs: rpool Online c0t0d0s0 27133 MB |

|[ ]swap c0t1d0s1 2047 MB |

|[X]overlap c0t2d0s2 29188 MB |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

ZFS設定を構成するための画面が表示されます。
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デフォルト値をそのまま使用できます。または、ZFSプールの名前、データセット
名、プールサイズ、スワップ、およびダンプを変更できます。また、/varファイル
システムの作成およびマウントの方法を変更することもできます。
Configure ZFS Settings

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Specify the name of the pool to be created from the disk(s) you have chosen.|

|Also specify the name of the dataset to be created within the pool that is |

|to be used as the root directory for the filesystem. |

| |

| |

| ZFS Pool Name: rpool |

| ZFS Root Dataset Name: szboot_0507 |

| ZFS Pool Size in (MB): 17270 |

| Size of swap area in (MB): 1024 |

| Size of dump area in (MB): 1024 |

| (Pool size must be between 9472 MB and 17270 MB) |

| |

| [X] Keep / and /var combined |

| [ ] Put /var on a separate dataset |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

リモートファイルシステムをマウントするための画面が表示されます。

リモートファイルシステムをマウントするかどうかを決定します。
Mount Remote File System

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Do you want to mount a software from a remote file server? This may |

|be necessary if you had to remove software because of disk space problems. |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

構成に関する追加の質問が表示される場合は、それらに答えます。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

注 – auto_regキーワードの使用方法については、『Oracle Solaris 10 9/10インス
トールガイド (ネットワークインストール)』の「auto_regキーワード」を参照し
てください。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。
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注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。

a. サポート資格情報を使って登録するか、匿名でデータを送信するかを選択しま
す。

この画面では、オプションボックスに移動するときは、矢印キーを使用しま
す。オプションボックスに印を付けて、サポート資格情報を使って登録すると
きは、Returnキーを押します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。
前の画面で登録することを選択した場合は、My Oracle Supportのユーザー名と
パスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを使用する場合
は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシのユーザー名とパス
ワードを指定できます。

前の画面で匿名の登録を選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけを求
められます。

図 3–1 自動登録のテキスト画面
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この画面では、行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格
情報とプロキシエントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc_2
キーを押します。

「プロファイル」画面が表示されます。

「プロファイル」画面で、インストールに選択した内容を確認します。必要に応じ
てインストールプロファイルを変更できます。次の例は、最後のインストールプロ
ファイル画面です。
Profile

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|The information shown below is your profile for installing Solaris software.|

|It reflects the choices you’ve made on previous screens. |

| |

|============================================================================|

| |

| Installation Option: Initial |

| Boot Device: c1t2d0 |

| Root File System Type: ZFS |

| Client Services: None |

| |

| Regions: North America |

| System Locale: C ( C ) |

| |

| Software: Solaris 10, Entire Distribution |

| Pool Name: rpool |

| Boot Environment Name: szboot_0507 |

| Pool Size: 17270 MB |

図 3–2 自動登録のデータ入力のテキスト画面
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| Devices in Pool: c1t2d0 |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

Solarisソフトウェアをインストールするには、F2キーを押します。画面の指示に
従って、Solarisソフトウェアをインストールします。
Solaris対話式テキストプログラムによる Solarisソフトウェアのインストールが終了
すると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブートするように促
します。

追加の製品をインストールする場合は、その製品のDVDまたはCDを挿入するよう
に指示が表示されます。インストール手順については、該当するインストールマ
ニュアルを参照してください。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

インストールが完了します。インストール後の自動リブートの選択を解除した場合
は、続けて手順 21に進みます。

前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –次の手順に従って自動登録を無効にするには、インストール画面の最初の
ほうで自動リブートの選択を解除しておく必要があります。

システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無効にす
ることはできません。代わりに、自動リブート後に、regadmコマンドを使用して
自動登録を無効にできます。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 17
章「Oracle Solaris自動登録コマンド regadmの操作 (手順)」を参照してください。

a. インストールが完了したら、手動でリブートする前に、「!」を押して端末
ウィンドウを開きます。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。
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c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

インストールした ZFSルートプールでシステムが起動します。

bootコマンドに -Lオプションを使用して、使用可能なブート環境のリストを
表示できます。SPARCベースのブートの詳細については、『Solarisのシステム
管理 (基本編)』の「SPARCシステムで指定した ZFSルートファイルシステムか
らブートする」を参照してください。

(省略可能)結果として得られた ZFSストレージプールとファイルシステムの情報
を、次の例のように確認できます。

ZFSルートプールは、管理を必要としない特殊なプールです。この例の zfs listの
出力では、rpool/ROOTエントリなどルートプールのコンポーネントが識別されてい
ます。デフォルトでは、これらにはアクセスできません。
# zpool status

pool: rpool

state: ONLINE

scrub: none requested

config:

NAME STATE READ WRITE CKSUM

rpool ONLINE 0 0 0

c1t2d0s0 ONLINE 0 0 0

errors: No known data errors

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 6.83G 9.66G 62K /rpool

rpool/ROOT 5.82G 9.66G 18K legacy

rpool/ROOT/szboot_0507 5.82G 9.66G 5.82G

rpool/dump 512M 9.66G 512M -

rpool/swap 518M 9.66G 518M -

最初に単一のディスクで ZFSストレージプールを作成した場合は、インストール後
にこのディスクを ZFSミラー化構成に変換できます。ディスクの追加または接続の
詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデ
バイスを管理する」を参照してください。

インストール時に問題が発生する場合は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級編)』の付録A「問題発生時の解決方法 (作業)」を参照して
ください。
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x86: Solaris対話式テキストインストーラによるZFSの初
期インストール

Solaris対話式テキストインストーラを使用して Solaris OSの初期インストールを実行
できます。初期インストールを実行すると、インストール先のディスク上にある
データが上書きされます。この節では、DVDまたはCDメディアから Solaris OSをイ
ンストールする方法について説明します。

▼ x86: GRUB付き Solaris対話式テキストインス
トーラを使用してZFSをインストールする方法
x86システム用の Solarisインストールプログラムでは、GRUBブートローダーが使用
されます。この手順では、スタンドアロンのGRUBブートローダー付き x86システ
ムをCDまたはDVDメディアからインストールする方法について説明しま
す。GRUBブートローダーの概要については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「ブート時にGRUBメニューを編集してブート動作を変更する」を参照して
ください。

インストールを開始する前に、次の作業を行います。

■ DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンやド
メインに Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細
は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインストール)』の
付録 B「リモートからのインストールまたはアップグレード (作業)」を参照して
ください。

■ 必要なメディアを用意してください。

次のいずれかのオプションを選択します。
■ DVDからインストールする場合は、Solaris Operating System DVD (x86版)を使
用してください。

■ CDメディアからインストールする場合:

次のメディアが必要です。
■ Solaris SOFTWARE CD。
■ Solaris Languages CD (x86版) –特定の地域の言語をサポートする必要がある
場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプロンプ
トが表示されます。

始める前に
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注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できま
す。Solaris SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

■ システムの BIOSを調べて、CDまたはDVDメディアからブートできることを確
認します。

■ Sun Microsystems, Inc.以外で製造されたシステムに Solaris OSをインストールする
場合は、インストールを開始する前に、Solaris Hardware Compatibility List (http://
www.sun.com/bigadmin/hcl)を確認してください。

■ (省略可能)システムのバックアップをとります。

既存のデータやアプリケーションを保持するには、システムのバックアップをと
ります。
■ UFSファイルシステムのバックアップについては、『Solarisのシステム管理

(デバイスとファイルシステム)』の第 23章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」を参照してください。

■ ZFSルートプールのバックアップについては、『Oracle Solaris ZFS管理ガイ
ド』の「ZFSデータを送信および受信する」を参照してください。

適切なメディアをシステムに挿入します。

Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDからブートする場合
は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSがDVDまたはCDから
のブートをサポートしている必要があります。

DVDまたはCDからブートするように BIOSを手動で設定する必要が生じることもあ
ります。BIOSの設定方法については、ハードウェアのマニュアルを参照してくださ
い。

システムをシャットダウンして電源を切り、再び電源を入れてシステムをブートし
ます。

CDまたはDVDからブートするようにBIOSを手動で設定する必要がある場合は、シス
テムのブート処理を中断する適切なキーシーケンスを入力します。

BIOSでブート優先順位を変更し、BIOSを終了してインストールプログラムに戻りま
す。

メモリーテストとハードウェア検出が実行されます。画面が再表示されます。GRUB
メニューが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris |

| Solaris Serial Console ttya |

| Solaris Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x) |
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| |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

「Solaris」を選択し、Enterキーを押します。
デフォルトのブートディスクが、システムのインストールまたはアップグレードに
必要な条件を満たしているかどうかが検査されます。インストールプログラムがシ
ステム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが
表示されます。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

インストールの種類を選択します。デスクトップセッションで対話式テキストイン
ストーラを使って Solaris OSをインストールするには、3と入力してから Enterキーを
押します。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無効にし
て ZFSインストール用のテキストインストーラを実行します。

Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.

Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait 30 seconds without typing anything,

an interactive installation will be started.

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合は、次
の画面にキー配列の選択情報が表示されます。システムが自己識別キーボードを見
つけた場合は、手順 7に進んでください。

(省略可能)下に示す画面から必要なキー配列を選択し、F2キーを押して続行しま
す。
Configure Keyboard Layout

+---------------------------------------------------------------------------+

| Please specify the keyboard layout from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| Keyboard Layout |

| ----------------------- |

4

5
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| [ ] Serbia-And Montenegro |

| [ ] Slovenian |

| [ ] Slovakian |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Swiss-French |

| [ ] Swiss-German |

| [ ] Taiwanese |

| [ ] TurkishQ |

| [ ] TurkishF |

| [ ] UK-English |

| [ X] US-English |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。ウィンドウが機能していることを確認する 2つの画面が表示される場合があり
ます。次の 2つの画面で確認し、テキストモードで続行します。

(省略可能)次の画面で、Enterキーを押します。
Starting Solaris Interactive (graphical user interface)

Installation

+------------------------------------------------------------+

| You must respond to the first question within 30 seconds |

| or the installer proceeds in a non-window environment |

| (console mode). |

| |

| If the screen becomes blank or unreadable the installer |

| proceeds in console mode. |

| |

| If the screen does not properly revert to console mode, |

| restart the installation and make the following selection: |

| |

| Solaris Interactive Text (Console session) |

-------------------------------------------------------------+

進捗メッセージが完了すると、別の確認画面が表示されます。

(省略可能)次のテキスト画面内にカーソルを移動して、Enterキーを押します。
+------------------------------------------------------------+

|If the screen is legible, press ENTER in this window. |

| |

| |

| |

|-------------------------------------------------------------+

言語の選択肢の一覧が表示される場合があります。この画面が表示されない場合
は、手順 10に進んでください。

(省略可能)次の画面で、インストール時に使用する言語を選択し、F2キーを押しま
す。
Select a Language

+---------------------------------------------------------------------------+

7
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| Please specify the the language from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| [ ] English |

| [ ] French |

| [ ] German |

| [ ] Italian |

| [ ] Japanese |

| [ ] Korean |

| [ ] Simplified Chinese |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Traditional Chinese |

| [ ] UK-English |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

F2キーを押してインストールを開始します。構成に関する残りの質問が表示される
場合は、それらに答えます。

■ システム情報の事前設定

次のいずれかのオプションを選択します。
■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求めら
れません。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の第 2章「システム構成情報の事前設定 (作業)」を参照して
ください。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合以外は、インストールプログ
ラムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。20ページの「インス
トール用のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

■ ネットワーク構成

構成の質問の 1つで、リモートクライアントによるネットワークサービスの使用
を可能にするかどうかを尋ねられます。デフォルトの回答は「はい」です。

「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。「はい」を選択すると、以前の Solarisリリースと同様に、より多くの
サービスが使用可能になります。インストール後に任意のサービスを使用可能に
できるため、「いいえ」を選択しても問題ありません。これらのオプションにつ
いての詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インストールとアップ
グレードの計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してくださ
い。

10
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ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマン
ドを使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にする
ことができます。詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修
正」を参照してください。

構成の質問に答え、ルートパスワードを設定すると、Solarisの対話式インストール
画面が表示されます。

Solaris Interactive Installation

+---------------------------------------------------------------------------+

|On the following screens, you can accept the defaults or you can customize |

| how Solaris software will be install by: |

| - Selecting the type of Solaris software to install |

| - Selecting disks to hold the software you’ve selected |

| - Selecting unbundled products to be installed with Solaris |

| - Specifying how file systems are laid out on the disks |

| |

|After completing these tasks, a summary of your selections |

|(called a profile) will be displayed. |

| |

|There are two ways to install your Solaris software: |

| |

| - "Standard" installs your system from a standard Solaris |

| Distribution. Selecting "standard" allows you to choose |

| between initial install and upgrade, if your system is upgradeable. |

| |

| - "Flash" installs your system from one or more Flash Archives. |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを決定しま
す。F2キーを押します。
重要:システムをリブートする前に自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選
択を解除します。

システム上に ZFSストレージプールがすでに存在する場合、それらは次の
メッセージで認識されますが、既存のプールのディスクを選択して新しいスト
レージプールを作成する場合以外は変更されません。

There are existing ZFS pools available on this system. However, they can only be upgraded

using the Live Upgrade tools. The following screens will only allow you to install a ZFS root system,

not upgrade one.

ライセンス画面が表示されます。

11
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インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。F2キーを押しま
す。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示される場合
があります。アップグレード可能なUFSファイルシステムがある場合は、この画面
が表示されます。この画面が表示されない場合は、手順 14に進んでください。

ZFSのインストールを実行するには、F4キーを押して初期インストールを行う必要が
あります。

地域、ロケール、および追加の製品を選択する画面が表示されます。

地域、ロケール、および追加の製品を選択します。

「ファイルシステムの種類の選択」画面が表示されます。

ZFSルートプールを作成してインストールするには、ZFSオプションを選択します。
Choose a Filesystem Type

+---------------------------------------------------------------------------+

| Select the filesystem to use for your Solaris installation |

| |

| [ ] UFS |

| [X] ZFS |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ソフトウェアの選択」画面が表示されます。

実行するインストールの種類を選択します。F2キーを押します。
デフォルトインストールを実行するには、表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値
を編集します。この例では、デフォルトの「全体ディストリビューション」のイン
ストールが選択されています。

ソフトウェアグループの詳細については、18ページの「ソフトウェアグループごと
の推奨ディスク容量」を参照してください。
Select Software

+---------------------------------------------------------------------------+

|Select the Solaris software to install on the system |

| |

|Note: After selecting a software group, you can add or remove |

|software by customizing it. However this requires understanding of |

|software dependencies and how Solaris software is packaged. |

| |

| [ ] Entire Distribution plus OEM support ......5838.00 MB |

| [X] Entire Distribution........................5830.00 MB |

| [ ] Developer System Support...................5695.00 MB |

| [ ] End User System Support....................4747.00 MB |

| [ ] Core System Support........................1558.00 MB |

| [ ] Reduced Networking Core System Support.....1512.00 MB |

| |
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| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ディスクの選択」画面が表示されます。

インストールするソフトウェアを選択したあと、ZFSストレージプールを作成するた
めのディスクの選択を求めるプロンプトが表示されます。この画面は以前の Solaris
リリースと同様ですが、次のテキストが異なります。
For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, so the disk you choose,

or the slice within the disk must exceed the Suggested Minimum value.

ZFSルートプールに使用するディスクとして、1つまたは複数を選択できます。

■ 単一のディスクを選択した場合、あとでミラー化構成にするには、『Oracle
Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデバイスを管理する」で
zpool attachコマンドを参照してください。

■ 2つのディスクを選択すると、ルートプールには 2ディスク構成が設定されま
す。2ディスクまたは 3ディスクのミラー化プールが最適です。

■ 8つのディスクがある場合に 8つのディスクすべてを選択すると、ルートプール
では 8つのディスクが単一の大規模なミラーとして使用されます。これは最適な
構成ではありません。

ルートプールではRAID-Zプール構成はサポートされていません。ZFSストレージ
プールの構成方法の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSスト
レージプールの複製機能」を参照してください。

Select Disks

+---------------------------------------------------------------------------+

|On this screen you must select the disks for installing Solaris |

|software. Start by looking at the Suggested Minimum Field; |

|this value is the approximate space needed to install the software |

|you’ve selected. For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, |

|so the disk you choose on the slice within the disk must exceed |

|the Suggested Minimum Value. |

| |

| Note: xx denotes the current boot disk |

| |

|Disk Device Available Space |

|========================================================================== |

| |

|[X]xx c0d0 29164 MB (F4 to edit) |

| |

| Maximum Root Size: 29164 MB |

| Suggested Minimum: 5838 MB |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「データの保存」画面が表示されます。

17
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(省略可能)ソフトウェアをインストールするために選択したディスク上のデータを保
存します。

インストール用に選択したディスクに、ファイルシステムや命名されていないスラ
イスが存在する場合、必要であればこの時点でそれらを保存できます。
Preserve Data?

+---------------------------------------------------------------------------+

|Do you want to preserve existing data? At least one of the disks you’ve |

|selected for installing Solaris software has file systems or unnamed slices|

|that you may want to save |

| |

| |

| F2_Continue F4_Preserve F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

データを保存する場合は F4キーを押すと、データを保存するための画面が表示され
ます。

(省略可能)保存するデータを選択します。
Preserve Data

+---------------------------------------------------------------------------+

|On this screen you can perserve the data on some or all disk slices. Any |

|slice you preserve will not be touched when Solaris software is installed |

|If you preserve data on / (root), /usr, or /var you must rename them |

|because new versions of these file systems are created when Solaris |

|software is installed. |

| |

|Warning: Preserving an ’overlap’ slice will not preserve any data within |

|it. To preserve this data, you must explicitly set the mount point name. |

| |

|Mount Point or Pool State Disk/Slice Size |

|========================================================================== |

|[ ] zfs: rpool Online c0d0s0 27133 MB |

|[ ]swap c0d0s1 2047 MB |

|[X]overlap c0d0s2 29188 MB |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

ZFS設定を構成するための画面が表示されます。

デフォルト値をそのまま使用できます。または、ZFSプールの名前、データセット
名、プールサイズ、スワップ、およびダンプを変更できます。また、/varファイル
システムの作成およびマウントの方法を変更することもできます。
Configure ZFS Settings

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Specify the name of the pool to be created from the disk(s) you have chosen.|

|Also specify the name of the dataset to be created within the pool that is |

|to be used as the root directory for the filesystem. |

| |

| |

| ZFS Pool Name: rpool |

| ZFS Root Dataset Name: szboot_0507 |
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| ZFS Pool Size in (MB): 17270 |

| Size of swap area in (MB): 1024 |

| Size of dump area in (MB): 1024 |

| (Pool size must be between 9472 MB and 17270 MB) |

| |

| [X] Keep / and /var combined |

| [ ] Put /var on a separate dataset |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

リモートファイルシステムをマウントするための画面が表示されます。

リモートファイルシステムをマウントするかどうかを決定します。
Mount Remote File System

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Do you want to mount a software from a remote file server? This may |

|be necessary if you had to remove software because of disk space problems. |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

構成に関する追加の質問が表示される場合は、それらに答えます。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

注 –自動登録については、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してくださ
い。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。

a. サポート資格情報を使って登録するか、匿名でデータを送信するかを選択しま
す。
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テキスト画面では、オプションボックスに移動するときは、矢印キーを使用し
ます。オプションボックスに印を付けて、サポート資格情報を使って登録する
ときは、Returnキーを押します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。
前の画面で登録することを選択した場合は、My Oracle Supportのユーザー名と
パスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを使用する場合
は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシのユーザー名とパス
ワードを指定できます。

前の画面で匿名の登録を選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけを求
められます。

図 3–3 自動登録のテキスト画面
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行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格情報とプロキシ
エントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc_2キーを押します。

「プロファイル」画面が表示されます。

「プロファイル」画面で、インストールに選択した内容を確認します。必要に応じ
てインストールプロファイルを変更できます。次の例は、最後のインストールプロ
ファイル画面です。
Profile

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|The information shown below is your profile for installing Solaris software.|

|It reflects the choices you’ve made on previous screens. |

| |

|============================================================================|

| |

| Installation Option: Initial |

| Boot Device: c0d0 |

| Root File System Type: ZFS |

| Client Services: None |

| |

| Regions: North America |

| System Locale: C ( C ) |

| |

| Software: Solaris 10, Entire Distribution |

| Pool Name: rpool |

| Boot Environment Name: szboot_0507 |

| Pool Size: 17270 MB |

| Devices in Pool: c1t2d0 |

図 3–4 自動登録のデータ入力のテキスト画面
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| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

Solarisソフトウェアをインストールするには、F2キーを押します。画面の指示に
従って、Solarisソフトウェアをインストールします。
Solaris対話式テキストプログラムによる Solarisソフトウェアのインストールが終了
すると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブートするように促
します。

追加の製品をインストールする場合は、その製品のDVDまたはCDを挿入するよう
に指示が表示されます。インストール手順については、該当するインストールマ
ニュアルを参照してください。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

インストールが完了します。前にインストーラの画面で自動リブートの選択を解除
した場合は、続けて手順 25に進みます。

前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –次の手順に従って自動登録を無効にするには、インストール画面の最初の
ほうで自動リブートの選択を解除しておく必要があります。

システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無効にす
ることはできません。代わりに、自動リブート後に、regadmコマンドを使用して
自動登録を無効にできます。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 17
章「Oracle Solaris自動登録コマンド regadmの操作 (手順)」を参照してください。

a. インストールが完了したら、手動でリブートする前に、「!」を押して端末
ウィンドウを開きます。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。
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c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

システムをリブートすると、GRUBメニューに、新しくインストールした
Solaris OSなどのインストールされているオペレーティングシステムの一覧が
表示されます。

ブートするオペレーティングシステムを選択します。

新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が読み込まれます。

GRUBメニューリストが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (637K lower / 3144640K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------------+

|szboot_0507 |

|szboot_0507 Failsafe |

| |

|+---------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, .e. to edit the

commands before booting, or .c. for a command-line.

GRUBメニューが表示されたら、Enterキーを押してデフォルトのOSインスタンスを
ブートします。デフォルトは、新しくインストールしたルートプールです。

この例では、ブート環境名は szboot_0507です。10秒以内にエントリを選択しない
と、システムは自動的にブートします。

インストールが完了したら、結果として得られた ZFSストレージプールとファイルシ
ステムの情報を、次の例のように確認します。

ZFSルートプールは、管理を必要としない特殊なプールです。この例の zfs listの
出力では、rpool/ROOTエントリなどルートプールのコンポーネントが識別されてい
ます。デフォルトでは、これらにはアクセスできません。
# zpool status

pool: rpool

state: ONLINE

scrub: none requested

config:

NAME STATE READ WRITE CKSUM

rpool ONLINE 0 0 0

c1d0s0 ONLINE 0 0 0

errors: No known data errors

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 6.83G 9.66G 62K /rpool

rpool/ROOT 5.82G 9.66G 18K legacy

rpool/ROOT/szboot_0507 5.82G 9.66G 5.82G
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rpool/dump 512M 9.66G 512M -

rpool/swap 518M 9.66G 518M -

最初に単一のディスクで ZFSストレージプールを作成した場合は、インストール後
にこのディスクを ZFSミラー化構成に変換できます。ディスクの追加または接続の
詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデ
バイスを管理する」を参照してください。

次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールする場
合、ブートするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブート
ローダーに認識させる必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「ブート時にGRUBメニューを編集してブート動作を変更する」を参照して
ください。

インストール時に問題が発生する場合は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級編)』の付録A「問題発生時の解決方法 (作業)」を参照して
ください。

参考

注意事項
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